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　要旨：福岡大学医学部第２外科腹部グループにおいて１９９５年より２００４年までの１０年間に初発胃癌に対し

外科的治療７１４例を行った．年齢層は６０歳代が２３６例と最も多く，続いて７０歳代２０４例，５０歳代１３８例と続い

た．単発癌が６５７例，多発癌が５７例で８.０％を占めた．癌占拠部位は中部と下部（Ｍ・Ｌ領域）が多く，肉

眼型は ０�Ⅱc が最も多かった．早期癌は３６６例（５１.２％）であった．癌摘出ができた症例の累積５年生存

率は stage Ⅰ ８６.６％，stage Ⅱ ７１.６％，stage Ⅲ ３８.７％，stage Ⅳ １１.６％であった．
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